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昆虫のヒミツ



　昆虫は生物界最大の分類群です。私たちの身の回りにも多くの昆虫がい

て、人類は様々な形で昆虫と付き合ってきました。カブトムシやクワガタ

ムシはペットとして親しまれています。絹は、カイコガが繭を作る際に出

すタンパク質の糸を利用した動物性繊維です。果物の王様ドリアンの生産

では、哺乳類のコウモリが受粉を助けていますが、私たちがよく口にする

メロンやイチゴの栽培では、花粉を運ぶハチの助けなしでは経営が成り立

たないほど重要な役割を果たしています。このように昆虫は私たちの生活

を便利にし、快適にすることに役立っています。しかしながら、植物を餌

や住まいとして利用する昆虫は、作物や樹木を食い荒らし、枯死させる害

虫として我々を悩ませます。また、カやハエの中には恐ろしい伝染病を媒

介するものもいます。

　昆虫の多様性はどのようにしてもたらされたのでしょうか。体の小ささ、

優れた運動性、世代の短さなど様々な原因が考えられています。種類も、

生活の仕方も多種多様な昆虫の世界には、私たちが知らない多くのヒミツ

が隠されています。そこには、私たちを苦しめる食糧危機や伝染病などか

ら人類を救う宝が隠されているかもしれません。

　九州大学には農学研究院、比較社会文化研究院、理学研究院、総合研究

博物館などに多くの昆虫の研究者がいます。これらの研究者たちは、長い

年月をかけて昆虫標本と文献資料を集めてきました。学内には国内随一の

標本・資料が蓄積されています。多くの青少年が、特別展示「昆虫のヒミツ」

や本図録を通して昆虫の世界の不思議さ、研究の楽しさに気付き、九州大

学で　昆虫の系統分類や植物と昆虫の共進化、地球温暖化、人間生活への

利用などを研究してみたいと思われることを願ってやみません。

九州大学総合研究博物館館長
松隈 明彦

ごあいさつ

　昆虫の特徴は、一言でいうと多様性です。昆虫は動物の大半を占め、個

体数も膨大で、樹上から土中、そして水中にいたる地球上の多様な環境に

進出しており、その形態や生態の多様性には目をみはるものがあります。

九州大学では、数多くの研究者が、多様な昆虫たちのさまざまなヒミツを

解き明かしてきました。そして今も、学生と教員、職員が一丸となって、

不思議に満ちた昆虫たちを相手に日々、研究しています。しかし、昆虫学

の研究者がいろいろな部局に所属しているという事情もあり、学外の人た

ちにはどこでどのような研究がおこなわれているのか、わかりにくい状態

でした。そこで、2009 年の夏、「昆虫のヒミツ」展（福岡市少年科学文化

会館と九州大学の共催）の開催を機に、学内の昆虫学研究者の力を結集して、

大学における研究内容を学外の人たちにお知らせするため、この図録が編

まれました。読者の皆様には、九州大学において多岐にわたる昆虫学の研

究がおこなわれていることを、知っていただければ幸いです。そして昆虫

博士の卵たちが、興味を持った研究室のドアを叩いてくれれば、こんなに

幸せなことはありません。

「昆虫のヒミツ」展実行委員長
阿部 芳久

「昆虫のヒミツ」刊行によせて
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　昆虫の各部は役割が分かれており、頭部の働きは情報の収集と体

全体の司令塔であり、胸部の働きは脚と翅を動かすという運動の中

枢、そして，腹部はその他の器官が入り、呼吸、生殖、排泄、消化

吸収を担っている。原図：中原 直子・福原 美恵子

現在までに 90 万種以上が知られているが、実際には少なくともそ

の数倍の種の昆虫が地球上に存在すると言われている。500 万種

以上という意見も少なくなく、すべての昆虫の種が明らかになるの

は遠い未来である。原図：福原 美恵子

日本では約 2.9 万種が記載されている。このうち、コウチュウ目が

9000 種以上と最も多く、ハエ目とチョウ目が 5000 種以上、ハチ

目が 4000 種以上、カメムシ目が 3000 種近くを占める。ジュズ

ヒゲムシ目とカカトアルキ目は日本から記録がない。

原図：細谷 忠嗣

昆虫の特徴は、その体が頭部、胸部、腹部の 3 つに分かれており、

成虫期には、胸部の 3 つの各体節に 1 対ずつ、3 対 6 本の脚を持

つということである。ちなみに、クモの体は頭胸部と腹部の 2 つに

分かれ、4 対 8 本の脚を持つ。原図：中原 直子・福原 美恵子

　昆虫は、我々ヒトを含む脊椎動物の所属する新口動物とは遠

縁な関係にあり、軟体動物や環形動物、線形動物などと共に旧

口動物に所属する節足動物の仲間である。節足動物には、クモ

やダニの仲間（蛛形類）、エビやカニの仲間（甲殻類）、ムカデ、

ヤスデなどが含まれるが、昆虫はトビムシなどの含まれる内顎

類とともに六脚類というグループを形成している。

　昆虫の体は頭部・胸部・腹部の 3 つに分かれており、成虫期

には、胸部に 3 対 6 本の脚を持つという特徴をもつ。昆虫は、

外部に骨格構造をもち、その外骨格の内側に内臓を収納してお

り、頭部・胸部・腹部でそれぞれ異なる働きを担っている。頭

部は、複眼や触角、脳があり、情報の収集と体全体の司令塔の

役割を担っている。胸部は移動手段である脚と翅があり、運動

の中枢となっている。そして、腹部はその他の器官が入ってお

り、気門による呼吸、卵巣や精巣による生殖、更に排泄や消化

吸収を受けもっている。

　昆虫の祖先は、生物が海から陸へと上陸を始めた古生代シル

ル紀（約 4 億 3500 万〜 4 億 1000 万年前）に出現したと考え

られる。その頃の昆虫は、翅をもたず、幼虫と成虫の形態的な

区別のないシミ目のような原始的な無変態昆虫であった。その

後、翅の獲得とその発達により、トンボ目やゴキブリ目、バッ

タ目、カメムシ目などの多くのグループが分かれていった。こ

れらの昆虫は不完全変態昆虫であり、明確な幼虫期と成虫期が

見られるようになった。さらに、幼虫期と成虫期の間に蛹の時

期を経る完全変態昆虫が現れ、現在多くの種に分化している。

　昆虫は生物の中でも特に多様性が高いグループであり、現在

までに約 90 万種が記載され、この種数は、現在までに知られ

ている全生物の種数である約 160 万種の実に 6 割近くを占め

ている。このうちの 8 割以上の種が、コウチュウ目やハエ目、

チョウ目、ハチ目などが含まれる完全変態昆虫である。日本か

らも多くの昆虫が知られており、現在約 2.9 万種が記載されて

いる。

比較社会文化研究院・生物多様性講座・生物体系学研究室
細谷 忠嗣・阿部 芳久

総合研究博物館
丸山 宗利

昆虫ってなに

昆虫ってなに？

昆虫の出現時期と各目の系統関係　原図：福原 美恵子
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サムライアリの奴隷狩り。サムライアリがくわえている幼虫や繭は

ヤマアリのもので、運び去られてサムライアリの巣で成虫となる。

ヤマアリのハタラキアリはサムライアリの巣の維持のために働くこ

とになる。写真：小松 貴

ウロコアリはトビムシなど他の小型土壌動物を餌とする。敏捷な生

きた獲物を狩る際に、ウロコアリは大アゴをバネ仕掛けで閉じる「ト

ラップ・アゴ」の仕組みをもっている。写真：小松 貴

アリ類の種類は豊富で、その形態も多様である。トゲアリは胸や腰

によろいのような刺をもっている。トゲアリはヤマアリの仲間で、

このグループは敵に襲われた時にギ酸を吹き付ける。腹部を曲げて

いるのは、ギ酸を吹き付ける警戒態勢である。写真：小松 貴

　アリ類はハチ目アリ科に属し、世界から約 1 万種、日本から

は約 280 種が知られている。世界にはまだ未記載の種も残さ

れており、将来的には約 2 万種程度になると見積もられている。

いずれの種も社会性を示し、基本的には女王アリとハタラキア

リからなるコロニーを形成している。ハタラキアリは生殖能力

のない雌である。雄アリは交尾のために一時期に生み出される

にすぎない。

　一つの巣には種によって 10 個体前後から数百万個体レベル

のハタラキアリがいて、大小様々な社会を形成する。「社会」

を維持するにはさまざまな仕事が必要である。卵を産むことは

女王アリの仕事であるが、卵を飼育室へ運ぶこと、幼虫に餌を

与えること、新たな巣室を造ること、巣から出るゴミを処理す

ること、巣外へ餌をとりにいくことなど、アリはこれらの仕事

を分業でこなしている。例えばオオズアリの仲間ではハタラキ

アリに２型があり、頭部の大きな兵アリはもっぱら防衛や餌の

解体に従事する。

　他種のアリの労働によって生存する社会寄生とよばれる現象

も知られている。サムライアリでは他のアリを襲って、その幼

虫や蛹を自分の巣に持ち帰る。この「奴隷狩り」でさらわれた

幼虫や繭はサムライアリの巣で成虫のハタラキアリとなって、

サムライアリのために働くことになる。

　これらの仕事に重要な役割を担っているのが大アゴである。

アリの大アゴは基本的には三角形で、様々な用途に使われる。

なかには細長い大アゴをもつアリもいる。そのような種類のな

かには「トラップ・アゴ」といって、獲物に触れるとパチンと

閉じることのできる仕組みをもつものもいる。ウロコアリでは

大アゴ根元の突起と特殊な形をした上唇がこの仕掛けに重要で

ある。大アゴはほぼ 180°まで開き、その際に根元の突起は上

唇の左右の張り出しにロックされる。そうして、閉じる筋肉を

引き絞って、獲物に感覚毛が触れると、上唇が下にはずれ、大

アゴはバネ仕掛けのように閉まるのである。

熱帯農学研究センター
緒方 一夫

アリの世界

みんなの知らない
昆虫のヒミツ

トゲオオハリアリ Diacamma sp.　原図：緒方 一夫



みんなの知らない昆虫のヒミツ10

アリスアブ Microdon japonicus の幼虫は半球形で、アリの巣の壁に

へばりついて生活している。おそらくアリの巣の匂いをまとってい

るのだろう。近縁種ではアリの幼虫や蛹を食べて育つことがわかっ

ている。左上は成虫。（長野県）写真：小松 貴

カオヤイヒゲブトオサムシ Scaphipaussus sp. という甲虫は巣の中

でアリの幼虫や蛹を食べるが、アリはされるがままである。この甲

虫はその名のとおり太い触角を持ち、そこからアリを惑わす物質を

出すと言われている。（タイ）写真：丸山 宗利

クボタアリヅカコオロギ Myrmecophi lus  kubotai は、アリが餌を交

換しているところに割り入って、食べ物をかすめ取る。アリヅカコ

オロギはアリの巣の匂いを身につけることによってアリに気づかれ

ずにいられる。（長野県）写真：小松 貴

クビレアリノスハネカクシ Weissf logia rhopalogaster という甲虫（左

上の赤い昆虫）はアリそっくりな姿をしており、巣の中でアリから

巣仲間のように扱われている。（マレーシア） 写真：丸山 宗利

　アリの巣にはさまざまな生物が居候している。その大部分は

昆虫で、好蟻性昆虫と呼ばれる。好蟻性昆虫の大きさはさまざ

まだが、多くはアリより少し小さいか、やや大きいかという程

度である。これを人間の家族にたとえると、同じ家のなかにブ

タやウシのようなまったく別の大型動物が同居しているのと同

じことであり、さぞかしアリにとって迷惑な話しに思える。と

ころが、多くのアリは好蟻性昆虫の存在に気づかないか、自分

たちの巣仲間や幼虫と混同しており、ごくごく自然に暮らして

いる。そもそもアリは巣仲間以外の生物に対してきわめて排他

的な行動をとることが多いが、好蟻性昆虫はアリの巣やアリと

同じ匂いを身につけたり、アリの好む匂いや蜜を出したりする

ことによって、アリの巣の中にうまく入り込んでいる。

　アリ以外の昆虫にとって、一度アリの巣に入ってしまえば、

そこには外敵はいないし、アリの集めた餌にもありつける。い

わばアリの巣は楽園のような場所である。このため、昆虫のさ

まざまな分類群で、好蟻性が進化し、多様化している。その大

部分は甲虫で、ハエやチョウなどにも好蟻性のものがいる。

　また、アリの巣に入ることは、アリに襲われる危険をともな

う。おそらく進化の過程で、いかにアリをなだめすかすかとい

う、「試行錯誤」のようなものがあったのだろう。そういった

進化の様子は好蟻性昆虫の形や行動にもよく現れており、アリ

とは無関係に生活する昆虫とは大きく異なる形をもち、寄主で

ある特定のアリの社会に合わせた生活をするものが多い。

　好犠牲昆虫の多様性の解明はまだ調査不足で、熱帯地域はも

ちろんのこと、日本でも新種発見の可能性が残されている。

総合研究博物館
丸山 宗利

アリの巣のいそうろう

みんなの知らない
昆虫のヒミツ

コブシヒゲブトオサムシ Lebioderus thaianus（タイ）
原図：丸山 宗利
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ヨモギの茎に形成されるこれら 3 種類の虫こぶは、異なるタマバエ

によるものと思われてきたが、近年の DNA を用いた研究によって

ヨモギツボタマバエ Rhopalomyia longi tubi fex 1 種によって形成

されることがわかった。写真：湯川 淳一

グヌギエダイガタマバチの虫こぶは福岡市内でもふつうに見られる

が、その両性世代成虫の形態が明らかにされたのは 2006 年のこと

で、それにともない所属する属も変更された。

写真：阿部 芳久　作図：福原 美恵子

これまでに、日本から少なくとも 26 種類のタマバエによる虫こぶ

がブナの葉に形成されることが知られている。一枚の葉に複数の種

類の虫こぶが観察されることも少なくない。写真：佐藤 信輔

ダイズサヤタマバエ Asphondyl ia  yushimai によって、3 種の植物

に虫こぶが作られることがわかっている。夏から秋にかけてダイズ

( 上 )、冬の越冬場所としてバクチノキ ( 下左 ) やヒイラギ ( 下右 )

の実に虫こぶを形成する。写真：上地 奈美

　虫こぶとは、虫こぶ形成者（昆虫やダニ，菌など）から出さ

れる何らかの刺激に対して、植物の細胞や組織が異常な反応を

起こすことによって出来る、組織や器官（葉や実、茎など）の

病理学的に異常な形状のことをいう。虫こぶは植物の生長反

応の過程で生じるので、虫こぶが形成される場所は細胞分裂が

盛んに行われている生長点や形成層、根に限られていることが

多い。一般に、虫こぶが形成される植物の種や形成部位、形状

は形成者の種によって決まっていることが多く、虫こぶを見る

と虫こぶ形成者の種の同定が可能であることが多い。虫こぶ形

成者の多くは、単一の植物種を寄主とする単食性または、単一

属の複数種の植物を寄主とする狭食性の食性を持つ。しかし、

Asphondylia 属のタマバエのように世代により寄主植物を交替さ

せることによって、複数科にまたがる植物を寄主とする多食性

の種もいる。

　虫こぶ形成者の中でタマバエの占める割合は高く、既知の日

本産虫こぶの約 44%にあたる 628 種類の虫こぶがタマバエに

よる。虫こぶが形成される植物も 66 科 194 属と多岐にわたり、

中でもブナ属や、ヨモギ属には多くの種類の虫こぶが形成され

る。前述のように、虫こぶが形成される植物の種や形成部位、

形状などは虫こぶ形成者の種によって決まっていることが多

い。ただし、ヨモギツボタマバエ Rhopalomyia longitubifex によ

り形成される虫こぶやヨーロッパブナに形成される Mikiola fagi 

の虫こぶのように、虫こぶの多型現象も知られており、同定に

は注意が必要である。

　タマバチ科の多くの種は、コナラ属の植物に虫こぶを作り、

世代交番をおこなう。世代交番とは、オスとメスのいる両性

世代とメスだけの単性世代とを交互に繰り返す現象で、同種で

あっても二つの世代間でゴールの形成部位や形態、そして成虫

の形態も異なる。「なぜ性はあるのか」という生物学の重要問

題を考える上で、世代交番という現象は大変興味深い。

比較社会文化研究院・生物多様性講座・生物体系学研究室
阿部 芳久

総合研究博物館
三島 美佐子

農学研究院・動物昆虫学講座・昆虫学研究室
佐藤 信輔

いろいろな虫こぶ

みんなの知らない
昆虫のヒミツ

産卵するシロダモタマバエ Pseudasphondyl ia  neol i tseae　
写真：三島 美佐子
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オオヤマミドリヒョウモン Childrena chi ldreni（１♀）が 2007 年

8 月 19 日、糸島郡志摩町火山（ひやま）で、福岡県で初めて記録

された（本邦２例目）。採集したのが高校生だったこともあり、新

聞 ( 西日本新聞、糸島新聞 )、テレビなどで大きく報道された。採

集された個体の翅の破損状態からみて、遠方から日本に飛来した個

体であることは間違いないと判断された。（西日本新聞 2007 年 9

月 13 日付け夕刊の記事より )

オオヤマミドリヒョウモンを含むヒョウモンチョウ類は日本にも約

10 種が土着しており、翅の表はいずれも「ヒョウ柄」で区別が難

しいが、裏面は種の特徴がよくあらわれる。本種も裏面にその特徴

がよくあらわれており、同定は容易であった。( 馬祖島産♀、右半

分の写真は裏面 )　写真：矢田 脩

イシガケチョウ Cyrest is  thyodamas は福岡周辺では珍しい種であっ

たが、現在は九州の平地から低山地ならどこでもみかける普通種と

なった。食草であるイヌビワ類は本州中部まで以前から分布してい

たので、本種の分布拡大は温暖化によるものと考えられる。( 福岡

県相島 2005 年 10 月 10 日 )　写真：福田 治

タ テ ハ モ ド キ Junonia almana は 日 本 で は 九 州 南 部 が 分 布 の 北 限

だったが、ここ 40 年ほどの間に徐々に九州を北上し、2000 年に

は福岡市金武周辺で大発生するまでになった。本種は顕著な季節型

（夏型と秋型）をもつが、この写真の個体は羽化したばかりの秋型。

（福岡市金武 2000 年 11 月 26 日 )　写真：福田 治

　熱帯系のチョウの分布域の拡大（北上）が止まらない。約

40 年前では日本のチョウは約 250 種だったが、最近出版され

たチョウ類図鑑 ( 原色昆虫大図鑑Ⅰ , 2007）によると、321

種が数えられ、そのうち熱帯系の種が約 50 種も増加した。

　もちろん、日本国内においても分布の拡大が見られる。かつ

て (1970 年代以前）は九州南部が北限だったタテハモドキは

2000 年には福岡市で大発生し、その後終息したものの、福岡

県南部や佐賀平野ではほぼ定着してしまった。これまでのデー

タを調べてみると、タテハモドキの分布北限のラインは徐々に

ではあるが確実に北上していることがわかった。気象庁の温暖

化を示すデータによると、1960 年代以降現在までに約１℃気

温が上昇しているので、現在の福岡市は、ちょうどタテハモド

キが定着し始めた1960年代の宮崎市の気温になっている。チョ

ウの北上と温暖化の関連を示すデータはこれ以外にもたくさん

ある。たとえば、かつては「珍チョウ」とされたイシガケチョ

ウも現在では九州において普通種となり、中国地方から近畿地

方まで分布を急速に拡大した。

　九大伊都キャンパスの近くでも新たなチョウの飛来が報告

された。2007 年 8 月 19 日、福岡市西区在住の中村悠一君

（当時高校２年生）らが、糸島郡志摩町火山（ひやま）（標高

244m）の８合目付近で、福岡県初記録（本邦２例目）のヒョ

ウモンチョウの一種、オオヤマミドリヒョウモン（１♀）を採

集した。この個体は翅の弱い部分から擦り切れており、この破

損の状態は強い風に長時間さらされた結果の損傷に違いなく、

明らかに遠方から日本に飛来した個体であると判断できた。本

邦に飛来する移入種のチョウの多くが東南アジア系の亜熱帯～

温帯に分布する多化性の種であるが、本種は珍しく寒冷地性の

年１化のチョウである。しかし、中国南部、馬祖 ( ﾏｰﾂｰ ) 諸島

の個体群は、熱帯に適応し、その個体数を増やしつつあるとい

う。そしてこの個体群を含む南方域に生息する本種が、近年の

地球温暖化等による他のチョウと同様の北上ルートをたどって

今回日本に飛来したのではないかと考えられる。

比較社会文化研究院・生物多様性講座・生物体系学研究室
矢田 脩

チョウと地球温暖化！？

昆虫と
地球の環境の

ヒミツ

九州大学の迷蝶コレクション
( 大部分は、熱帯性のチョウである )　写真：矢田 脩
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アトラスオオカブトの雄と日本のカブトムシの雌を飼育容器に入れ

て観察すると、属が違うにも関わらず交尾を行う。そして、日本の

カブトムシの雌は卵（右下の写真）を産む。しかし、産まれた卵は

ふ化しない。写真：荒谷 邦雄

互いに近縁であるカナモリカブトの雄と日本のカブトムシの雌を飼

育容器に入れて観察すると、異種間交尾を行い、雌は産卵する。卵

はふ化し、幼虫はすくすくと成長し、5 月現在で終齢幼虫となって

いる。写真：荒谷 邦雄

パプアキンイロクワガタは、栽培植物を加害する可能性がある。こ

のクワガタムシをソラマメの苗に置くと若い茎を大あごで挟み、前

脚の付属突起を使って茎を切り落とし、その切り口から流れ出る汁

を吸う。写真：荒谷 邦雄

ペット昆虫は飼育中や輸送中に逃亡してしまう場合がある。例えば、

フィルムケースにクワガタムシの成虫を入れておくと、大あごでフ

タに穴をあけて逃げてしまうことがある。これは雌雄、大小に関わ

らず、幼虫も同様である。写真：荒谷 邦雄

　オスの多くが立派な大あごや角を備えているクワガタムシ・

カブトムシ類は、人気の高い昆虫類である。1999 年から生き

た外国産種の輸入が大幅に規制緩和されたことにより、現在、

外国産のクワガタムシやカブトムシが、ペット昆虫として大量

に日本に持ち込まれている。これらの外国から持ち込まれた

ペット昆虫は、もともとの生息地とは異なる地域に人為的に持

ち込まれた「外来種」であり、野外に逃げるといろいろな問題

を引き起こしてしまう。

　一般に外来種が引き起こす問題としては、以下のようなこと

が考えられる。１）もともとその地域に住んでいた生き物を、

食べてしまったり、エサを横取りすることで、もともと住んで

いた生き物を絶滅させたり、その地域の生態系バランスを崩し

てしまう。２）毒や病気を持っていたり、人間を刺したり、噛

み付いたりすることにより、人間に危害を与える。３）畑の作

物や植えた木、漁で採る魚などを食べてしまうことにより、農

業・林業・漁業に被害を与える。

　現在、輸入が許可されているクワガタムシ・カブトムシ類の

中には、外国で実際に害虫となっている種やその近縁種が含ま

れており、日本に定着した場合には害虫になり得る可能性が高

い。また、これらのペット昆虫の中には、在来種と近縁であり、

在来種と交雑可能な種も多数含まれている。そのため、在来種

との交雑による遺伝子浸透が生じ、日本のクワガタムシ・カブ

トムシ類の遺伝的な独自性がなくなってしまう危険性が危惧さ

れている。

　最後に、外国産クワガタムシ・カブトムシ類が外来種として

問題を引きおこさないようにするために、皆様に心よりお願い

したい。クワガタムシ・カブトムシ類を飼育する場合には、そ

れらの個体を「逃がさないでください」、「捨てないでください」、

そして「最後まで責任を持って可愛がってあげてください」。

比較社会文化研究院・生物多様性講座・生物体系学研究室
荒谷 邦雄・細谷 忠嗣

ペット昆虫の環境問題

昆虫と
地球の環境の

ヒミツ

2007 年 8 月に福岡市城南区で野外採集された外国産種で
あるアトラスオオカブトの雄．写真：荒谷 邦雄
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1689 年のアブラゼミ、ニイニイゼミ、ヒグラシの初鳴日の推測図。 

1900 年の 6 月平均気温をマイナス 1.5℃寒冷化して推測した。図

中の矢印は、山形市山寺の位置を示す。原図：紙谷 聡志

クマゼミが分布する場所は、年平均気温が 14℃以上となる地域で

ある。この地図には、1989 年に、分布が可能であると推測される

地域を赤く示した。原図：紙谷 聡志

こ れ ら は 日 本 を 代 表 す る セ ミ た ち で、 左 か ら ア ブ ラ ゼ ミ
Graptopsal tr ia  nigrofuscata、 ニ イ ニ イ ゼ ミ Platypleura kaempferi、
ヒグラシ Tanna japonensis。写真：紙谷 聡志

・アブラゼミ

　初鳴き日 ;7 月 25 日 ;7 月 22 日 ;7 月 19 日 ;7 月 16 日 ;7 月 13 日

　7 月 13 日にはまだ鳴いていない

・ニイニイゼミ

　初鳴き日 ;7 月 9 日 ;7 月 6 日 ;7 月 2 日 ;6 月 28 日 ;6 月 25 日

　7 月 2 ～ 6 日に鳴き始めている

・ヒグラシ

　初鳴き日 ;7 月 15 日 ; 7 月 14 日 ; 7 月 13 日 ; 7 月 11 日 ; 7 月 10 日

　7 月 10 ～ 11 日に鳴き始めている

山寺

山寺

　福岡では、毎年夏になると、沢山のクマゼミが鳴く。しかし

昔は、もっと少なかったと言われている。 本当に、クマゼミの

増加は、気温の上昇に関係しているのだろうか。 最近、茨城

県などで確認されることが地球温暖化の影響で分布が北上して

いると報道されることがあるが、実は、1990 年頃にはすでに、

茨城県などで記録されていたのである。

　温暖化によって分布が広がるかどうかを、生息地の気温との

関係をもとにシミュレーションしてみた。クマゼミは、年平均

気温が 14℃を超えるような場所に多く生息している。これに

基づくと、関東地方はすべてクマゼミが生息できると予測して

しまい、現在の分布と一致しない。 最近の研究結果では、クマ

ゼミの幼虫が好む樹が関東南部にまでしか生えていないことが

原因で、クマゼミの分布が制限されているのではないかと考え

られている。 

　セミが鳴き始める時期は、その年の気温に関係していると言

われている。松尾芭蕉の詠んだ有名な「しずかさや岩にしみい

る蝉の声」という俳句がある。これは山形市山寺の立石寺で詠

まれたが、この地方で鳴いているのはアブラゼミとニイニイゼ

ミ、ヒグラシである。俳句に詠まれたセミの正体を明らかにす

るためには、芭蕉が山寺を訪れた元禄 2 年 5 月 27 日（新暦

1689 年 7 月 13 日）にどんなセミが鳴いていたかを知る必要

がある。

　この時代の 6 月の平均気温は 1900 年よりも約 1.5℃低いと

推測されている。そこで、初鳴日と 6 月の平均気温の関係を用

いると、山寺ではアブラゼミは 7 月 25 日以降に鳴き始め、ニ

イニイゼミは 7 月 2 日～ 6 日に鳴き始め、ヒグラシは 7 月 10

日～ 11 日に鳴き始めることが推測される。このことから、松

尾芭蕉が山寺を訪れた 7 月 13 日に鳴いていたのは、ニイニイ

ゼミだと考えられる。

農学研究院・動物昆虫学講座・昆虫学研究室
紙谷 聡志 

暑くなる地球とセミ

昆虫と
地球の環境の

ヒミツ

クマゼミ Cryptotympana facial is　写真：紙谷 聡志
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砂 漠 で も 4 月 下 旬 か ら 6 月 上 旬 に か け て、 短 い 期 間 各 種 の 花 が

いっせいに開花する。バラ科植物に訪花するヒメハナバチ科の一種 
Andrena pi l ipes（カザフスタン）写真：多田内 修

8 月下旬から 9 月上旬にかけての夏の終わりには、短い期間花が

開 花 す る。 キ ク 科 植 物 に 訪 花 す る コ ハ ナ バ チ 科 の 一 種 Halictus  

sp.（カザフスタン）写真：多田内 修

ハナバチ類は大部分は単独性で地中に巣を作る。Andrena almas の

巣を発見し、巣の構造を調査した。花粉塊の上に産みつけられた卵。

（中国新彊ウイグル自治区）写真：多田内 修

半砂漠地域に咲くキク科植物 Chondri l la  brevinotr is への有力花粉

媒介昆虫としてヒメハナバチ科の新種 Andrena almas を発見した。

（中国新彊ウイグル自治区）写真：多田内 修

　アジア温帯の乾燥地域では近年砂漠化が急速に進んでいる。

砂漠とは、乾燥・半乾燥地域で、強い日差しと水不足のため植

物が育たず、人間を含めた生命の活動が極端に限られている土

地のことである。牛・馬・羊の過放牧や、森林の過伐採などよっ

て土地が悪化したことが原因と言われている。砂漠はもとには

戻せないが、半砂漠化した乾燥地をもとに戻すことを砂漠緑化

と呼んで、砂漠化が進んでいる地域では現在さまざまな研究や

事業が進んでいる。

　砂漠に緑を取り戻す基礎研究として九州大学農学研究院で

は、1995 年より 2007 年までシルクロードに沿って中国北西

部（甘粛省、青海省、新彊ウイグル自治区）から中央アジア（カ

ザフスタン、キルギスタン）、イランに計 9 回の海外調査を行っ

た。その目的は、砂漠・半砂漠地域の植物に花粉媒介をする有

力な昆虫類を探し、その種の正確な学名を明らかにし、巣の構

造などの生態を調べることであった。

　砂漠・半砂漠地域の植物に花粉媒介をする有力な昆虫類のう

ち、特に重要なものは、ミツバチの仲間のハナバチ類である。

花粉を集めるために脚や腹部に特殊な毛が生え、蜜を吸うため

に舌が長く伸びるように進化したハチである。大部分の種は地

中に巣を作り、単独で生活している。一般的に生物は熱帯地域

に種多様性が高いが、ハナバチ類は温帯の乾燥地域に多いこと

が知られ、九州大学農学研究院の海外調査では花粉媒介をする

野生ハナバチ類を約３万個体採集し、世界有数の中央アジア産

ハナバチ類コレクションを形成した。また、調査の結果、花粉

媒介をする有力なハナバチを見つけ、その巣の構造などの生態

調査を行い、多数の新種を発見している。

農学研究院・動物昆虫学講座・昆虫学研究室
多田内 修

砂漠の緑化と昆虫

昆虫と
地球の環境の

ヒミツ

ヒナゲシの咲くムユンクム砂漠（カザフスタン）
写真：多田内 修



昆虫と人間の関係のヒミツ22

黒い縞は雌だけに発現するので、黒い縞側の部分が雌、それとは反

対側の白い部分は雄である。このような個体を雌雄モザイク蚕と呼

ぶ。自然界でも偶然に起きる事があるが、この系統では、遺伝的に

雌雄モザイク蚕を多発する。写真：伴野 豊

カイコは野外には住めない。この虫はクワコと呼ばれ、野外に生息

している。体の特徴や生物的類似点からカイコの祖先と考えられて

いる。福岡市内でも見ることができる。カイコと交配が可能で子孫

を得る事が出来る。写真：伴野 豊

カイコは最も家畜化が進んだ生物で、餌がなくなっても自分から積

極的には探そうとせず、人が桑の葉を与えるまでその場にとどまっ

ている。このような弁当箱で家庭でも簡単に飼育ができる。飼育を

希望する方には分譲を行なっている（研究室紹介参照）。

写真：伴野 豊

繭は全てカイコが自然に作ったもので、人工的に手を加えてはいな

い。色々な繭の色や形を作るカイコを掛け合わせると、様々な繭の

色や形を作り出せる。多様な変異を持つことが人間の生活を豊かに

する。写真：伴野 豊

　日本が鎖国を解いて海外と貿易を始めた時、輸出品の大半は

カイコの卵と絹糸であった。また、奈良時代には租庸調として

絹が用いられた。日本人は人生の節目では絹で出来た着物を装

うことに憧れる。カイコは私たち日本人と馴染み深い昆虫であ

る。ところで、絹糸から作った絹織物であるが、古い製品は福

岡県や佐賀県の遺跡から出土している。カイコは中国で家畜化

され、日本に伝わったと考えられているので、日本のカイコは

北部九州から広まった可能性が高い。博多織という伝統品、こ

こに紹介する九州大学の世界一のカイココレクションのある福

岡は、カイコとは密接な関係にある土地である。

　生物の品種改良には多様な品種を収集し、それらを交配して

種々の形質を比較、研究することが必要である。そのため、日

本では、世界から色々なカイコが集められ、研究が全国各地で

行われた。それらの研究では、世代更新が何度も行える暖かな

九州は有利な地にあった。このため、九州大学はカイコの遺伝

研究のセンターとして発展し、今では世界のカイコの突然変異

体の 95％以上を保有する世界的なリソースセンターとして、

生物学全般の研究の発展に貢献している。具体的には国の内外

の研究者に材料や研究アイデアを提供すると共にリソースの充

実をはかっている。

　では、なぜ個性豊かな色々な変異体を持つのが重要なのか？

繭色を例に解説しよう。繭の色は一般に白である。黄色や、ピ

ンク、笹色などの変異がある。黄色と白色の繭を比較したとこ

ろ、黄色の繭を作るカイコはクワの葉から黄色の色素を栄養と

して取り込み繭を黄色にしていることがわかった。一方、白繭

を作るカイコは黄色の色素は栄養として取り込まず、糞として

排出していた。ピンクや笹色になる理由については省略するが、

異なる２つの性質を比較すると生き物の意外なしくみが見えて

くるのである。

農学研究院・遺伝子資源開発研究センター・家蚕遺伝子開発研究室
伴野 豊

色とりどりのカイコ

昆虫と
人間の関係の

ヒミツ

さまざまな色と形の繭と絹糸　写真：伴野 豊



昆虫と人間の関係のヒミツ24

組換えバキュロウイルスを接種したカイコ幼虫から体液を回収し、

組換えタンパク質を精製し、電気泳動法により分離・可視化したも

の。左から７番目のレーンに精製されたヒト成長ホルモンが一番濃

いバンドとして検出されている。写真：李 在萬

カイコ５齢幼虫に組換えバキュロウイルスを注射しているところ。

注射して５日程度で全身にウイルスが蔓延し、大量の組換えタンパ

ク質が生産される。写真：日下部 宜宏

GFP を発現する組換えバキュロウイルスによって感染されたカイ

コ培養細胞 Bme21。培養細胞で増殖した組換えバキュロウイルス

をカイコ幼虫や蛹に注射器で接種する。写真：日下部 宜宏

　ゲノム科学の進展により、遺伝子やタンパク質の一次構造情

報の入手は非常に容易となり、一方で、生命が内包している多

様なタンパク質の産業への利用は、これまで予想もできなかっ

た程の大きな可能性をみせはじめている。しかし、活性を有す

る精製タンパク質標品を一定量入手できなければ研究の進展は

望めない。実際にはタンパク質が得られず、研究の進展が停滞

することが多い。遺伝子の一次構造情報をもとに組換えタンパ

ク質を生産する方法は確立されているが、有用な生理活性を持

つタンパク質の多くは、宿主細胞において強い毒性を示すため、

大量生産できないことや、細胞内で不溶化することが多い。

　これらの諸問題の有効な解決法の一つとして、バキュロウイ

ルスを利用した鱗翅目昆虫宿主系における高効率組換えタンパ

ク質生産系がある。しかし、バキュロウィルスはカイコに膿病

という致命的な疾病を引き起こす病原微生物であったため、カ

イコは生糸生産のための産業昆虫としての長い歴史において、

このウィルスに抵抗性を示す品種が選抜されてきた。一方、九

州大学のカイコ遺伝的変異系統は、バキュロウイルス抵抗性に

関する選抜は行われておらず、非常に高い組換えタンパク質生

産能力を有するカイコ突然変異系統が存在する可能性があっ

た。そこで、九州大学に保有されているカイコバイオリソース

を用いて、組換えタンパク質生産能を指標に系統スクリーニン

グを行ったところ、非常に高いタンパク質生産能を有する系統

がいくつか同定された。

　このカイコの系統を利用して、これまで少量しか生産できな

かった貴重なタンパク質が多数生産できるようになってきた。

遺伝子組換え昆虫技術を併用することにより生産されるタンパ

ク質をヒト由来の天然型タンパク質に極めて近いものに改良し

てゆくことが期待されている。

農学研究院・遺伝育種学講座・蚕学研究室
河口 豐・日下部 宜宏・李 在萬

昆虫で薬をつくる？

昆虫と
人間の関係の

ヒミツ

緑色蛍光タンパク質（GFP）発現ウイルスを接種され、蛍
光発色するカイコ５齢幼虫　写真：李 在萬
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タイワンカブトムシ Oryctes  rhinoceros はヤシ類の大害虫である。

この幼虫は黒彊病菌に感染しやすく、感染致死後は体表に多くの分

生子を形成する。この菌を用いたタイワンカブトムシの防除が試み

られた。写真：清水 進

ベッコウハゴロモ Ricania japonica はクワの害虫であるが、密度が

高くなると自然に病気が発生する。白い部分が白彊病菌 Beauveria 
bassiana の菌糸と分生子で、この色が白彊病菌の名称の由来となっ

ている。写真：清水 進

黒彊病菌を人工培地で培養すると集落を形成する。最初は菌糸のみ

で白色であるが、徐々に分生子が形成され始めると緑色から黒色に

変化する。この集落表面の色が名称の由来となっている。

写真：西 大海

黒彊病菌 Metarhiz ium anisopl iae の分生子は楕円形（長さ 2 〜 3 μ

m、幅 5 〜 18 μ m）で、顕微鏡下 200 〜 400 倍で観察できる。

分生子は多くの昆虫の皮膚に付着し、体内に侵入して昆虫を特異的

に致死させる。写真：西 大海

　昆虫も人間と同じように、病原微生物である細菌、ウイルス、

菌類、原虫、線虫を原因とした病気になる。昆虫にも病気があ

ることはかなり昔から知られており、カイコやミツバチといっ

た人間の生活と深くかかわりをもつ益虫の病気は、より人々の

関心をひいた。そのような病原微生物そのもの、または病原微

生物が産生する殺虫性物質を利用して、害虫やその他の有害生

物を防除しようとするのが“微生物的防除”である。

　古くから昆虫の病原微生物として人々に着目され、天敵微生

物として微生物的防除への利用が試みられたものは硬化病菌で

あろう。硬化病は、分生子（無性胞子）が宿主昆虫の体表に付

着して発芽し、体内へと侵入していくことから始まる。侵入し

た菌糸は昆虫体内で短菌糸となり、出芽や分裂を繰り返して増

殖し、最後には昆虫を死に至らしめる。その後も菌糸は増え続

けて体内の水分を奪っていくため、屍体は硬くミイラ化する。

やがて菌糸は昆虫の体表に分生子柄を出し、そこに多量の分生

子を産生することとなる。分生子は硬化病菌の種類によって白、

黒、赤などの色彩を呈し、粉をふいたように昆虫の体表を覆う

ため、死体の色からそれぞれ白彊病、黒彊病、赤彊病などと呼

ばれている。「彊」という字は、死んでも腐らずミイラ化する

という意味をもつ。

　これら天敵微生物は一般に人畜には無害であり、種によって

宿主範囲が異なるため標的害虫以外の昆虫への影響も極めて

小さいことから、世界各国で天敵微生物を主成分とする微生物

農薬（殺虫剤）の研究と開発が進められている。わが国では、

野菜類の害虫であるコナジラミ類の防除に白彊病菌 Beauveria 

bassiana および赤彊病菌 Paecilomyces fumosoroseus が、果樹・

森林害虫であるカミキリ類の防除に Beauveria brongniartii など

が糸状菌製剤として登録、利用されている。

農学研究院・生物的防除研究施設・天敵微生物学研究室
清水 進・青木 智佐・飯山 和弘

昆虫も病気になる！？

昆虫と
人間の関係の

ヒミツ

フィアロ型分生子（上）およびシンポジオ型分生子（下）
原図：清水 進



昆虫と人間の関係のヒミツ28

ヨーロッパトビチビアメバチは、外来のレンゲ害虫アルファルファ

タコゾウムシの防除のため北米から導入された。この蜂が増えた場

所ではゾウムシはもはや問題とならない。蜂はカラスノエンドウ群

落に発生し、カラスノエンドウが育つ空き地や畦などを大事にする

必要がある。写真：上野 高敏

水田は多様な生物の住みかで、イネを食べる害虫はもちろん、害虫

でも益虫でもない生物も多い。生物多様性の高い水田では天敵の種

多様性も高く、様々な天敵昆虫やクモを観察できる。彼らは害虫の

発生をかなり抑えてくれる。写真：上野 高敏

有効性が認められ、害虫を防除するために販売される天敵がある。

天敵はボトルに詰められて農家に配布される。１本のボトルの中に

は、天敵の種類にもよるが、数百匹の生きた天敵が入っている。誰

でも気軽に天敵を利用できる時代になってきたのだ。

写真：上野 高敏

１種の昆虫に何十種の天敵がいることも稀でない。様々な野菜を加

害するハモグリバエ（右下）にも多様な土着の寄生バチがつく。コ

マユバチやヒメコバチの仲間は代表的なハモグリバエの天敵で、彼

らが豊富な場所ではハモグリバエの被害が少ない。

写真：上野 高敏

　農業の歴史は害虫や雑草との闘いであった。かつては人間が

食べるだけの量を確保するため、「ゼイタク」になった現代人

は安くておいしくて見かけがきれいな食べ物を得るため、闘っ

ている。害虫は農作物に打撃を与えうるから「悪いムシ」だ。

害虫が大発生し飢饉に見舞われたのは昔の話。化学農薬の登場

は人々を飢えから救ったが、農薬に頼りすぎると生態系に打撃

を与え関係のない生き物たちを犠牲にしてしまう。また「ゼイ

タク」な現代人は「安心」を求め、農薬の使用を好まない。

　そういう経緯があって、農薬の使用量を減らすための防除法

の開発が進められている。「天敵」を利用した生物的防除もそ

の一つである。例えばモンシロチョウはキャベツの害虫だが、

それを捕食する様々な昆虫やクモが畑に生息する。寄生バチと

いう寄生性の昆虫も豊富で、モンシロチョウだけを攻撃する種

がある。彼らは害虫の死亡要因になる生物であり「天敵」と呼

ばれる。人間にすれば「良いムシ」なのだ。

　「良いムシ」をうまく活用すれば害虫の発生を抑えることも

可能で、有効性が実証され商品化された天敵がいくつもある。

農家は天敵を使って防除を行い、農薬の使用量を減らすことが

できる。また化学肥料や農薬を減らすことにより天敵の多様性

が増加するが、そのことを逆に利用して環境保全型農業の効果

を評価することもできる。

　最近では外来生物の問題が注目されている。外来生物は、侵

入先に天敵がいないため増えたい放題になることも多い。一方、

元の生息地ではさほど個体数が多くない。元の生息地には有力

な天敵がいるからだ。有力な天敵のうち、その外来生物だけを

攻撃する種を探しだせば、外来生物の制圧に外来の天敵を活用

することができる。日本固有の生態系に影響を与えることなく、

外来害虫だけを防除することに成功した例を紹介したが、今後

もこのような生物的防除が試みられることであろう。

農学研究院・生物的防除研究施設・天敵増殖学研究室
上野 高敏

良いムシを使って悪いムシをやっつける

昆虫と
人間の関係の

ヒミツ

ハチノスツヅリガ Galleria mel lonel la のマユに産卵するアオ
ムシヒラタヒメバチ I toplect is  naranyae 原図：上野 高敏
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　 ミュレーション、外来昆虫の分散・定着シミュレーション）

6. 昆虫と植物の相互作用に関する研究

7. 昆虫の保全に関する研究

ハナバチ類の分類と昆虫種情報のデータベース

　多田内教授はハチ目の中でもっとも高度な進化をとげたハナ

バチ類の分類の研究をしています。東アジア、中央アジアのシ

ルクロードを中心としたアジア温帯乾燥地域が研究フィールド

です。また、昆虫の種情報のデータベース化を進めており、さ

まざまなファイルを含む昆虫学データベース (KONCHU) は約

17 万件をインターネットで公開しています。

ヨコバイ類の分類と農業害虫の被害予測

　紙谷准教授はカメムシ目、とくに、ヨコバイ類の分類学的研

究と、昆虫からみた種多様性と環境保全をテーマに研究を行っ

ています。ヨコバイ類は、少なくとも約 2 万種が記載されて

おり、カメムシ目のみならず昆虫の中でも著しく多様化した昆

虫ですが、未だに多くの新種が発見されています。また、地球

温暖化が昆虫類に与える影響の一つである分布範囲の変化につ

いて、コンピューターを使ったシミュレーションを行い、ミナ

ミアオカメムシなどの重要な農業害虫の被害予測を行っていま

す。

日本の国蝶 オオムラサキ　写真：紙谷 聡志

採集の様子　写真：紙谷 聡志

　昆虫学教室は，おもに、アジア・太平洋地域の昆虫類を対象に、

分類学・生態学・生物地理学等の面から昆虫類の進化の解明を

目指しています。また、害虫・益虫・昆虫群集に関する研究を

通じて植物保護および自然保護の実際と基礎理論の確立も目的

としています。とくに、系統分類学的研究は本研究室の大きな

特徴となっています。

　当研究室では日本最大の昆虫類標本コレクション約 300 万点

を収蔵しており、国内外の様々な研究者によって利用・研究さ

れています。この中には新種を発表する際に基準となった学術

的に貴重なタイプ標本が約 3,000 点含まれています。

　これまで多くの海外学術調査プロジェクトを組織し実施して

きました。おもなプロジェクトとしては、パプア・ニューギニ

ア（平嶋名誉教授）、韓国（森本名誉教授）、インドネシア（湯

川名誉教授）、中国・中央アジア（多田内教授）などがあります。

初代教授（江崎名誉教授）の名を冠した「ESAKIA（エサキア）」

という英文昆虫学研究雑誌を年１回発行し、国内外約 350 の研

究機関に発送して約 500 種の雑誌等と交換しており、九州大学

農学研究院にアジア最多の昆虫情報を集積する原動力になって

います。 

　現在の研究室の構成は、多田内修教授、紙谷聡志准教授の教

員 2 名、技官 1 名、博士課程 8 名、修士課程 3 名、学部学生

6 名で様々な昆虫・分野を対象に研究を行っています。おもな

研究テーマは、以下の通りです。

1. 系統分類学的研究

　（とくに、ハチ目、カメムシ目、コウチュウ目）

2. 昆虫の DNA バーコードの利用に関する研究

3. 害虫の防除と益虫の利用に関する研究

4. 東南アジア・東アジア・中央アジア・太平洋地域などの昆虫	

　 の進化・生物地理・多様性に関する研究

5. 昆虫学におけるコンピューター利用に関する研究

　（種情報昆虫学データベースの構築、昆虫学教育への e ラー

　 ニングの応用に関する研究、地球温暖化の昆虫への影響のシ

農学研究院・動物昆虫学講座・昆虫学研究室

ハナバチ類のコレクション　写真：紙谷 聡志

研究風景　写真：紙谷 聡志

ユカワシロオオヨコバイ Cofana yukawai Kamitani
写真：紙谷 聡志
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ア長を維持する機構が他の生物とは異なるなど染色体の構造を

維持するしくみも他の生物には見られないものです。さらに、

カイコの雌では、他の生物の減数分裂期にかならず起こる相同

組換えが起こらないなど、興味深い特徴を多く備えています。

私はこの不思議な生命現象を分子レベルで解き明かすべく研究

を続けています。

タンパク質工場

　李助教の専門は、カイコを使ったタンパク質の生産です。医

薬品や工業用の酵素などとして多様な種類のタンパク質が生産

され、我々の生活に利用されています。これらのタンパク質の

他にも人類の役に立ちそうな機能性タンパク質がたくさん研究

されていますが、その多くは、安全かつ安価に大量生産できな

いために製品化されていません。このようなタンパク質を大量

生産する技術としてカイコ - バキュロウイルス発現系が注目さ

れています。私は、九州大学に保存されている 400 種類のカイ

コの中から、この昆虫工場に最適なカイコを見つけ出してきま

した。今は、この昆虫工場をさらに改良して、よりたくさんの

タンパク質が生産できるよう研究をしています。

カイコ培養細胞染色体の蛍光顕微鏡写真
写真：日下部 宜宏

GFP 発現ウイルスに感染したカイコの脂肪体
写真：李 在萬

シロアリノミバエ

　現在、蚕学研究室では、カイコを主な研究材料として、昆虫

の遺伝や生理、また、昆虫細胞における損傷 DNA の修復、相

同組換え分子機構を分子生物学、生化学的手法を利用して解析

しています。これらの基礎研究を積極的に応用した昆虫工場の

構築についても研究を進めています。河口豐教授、日下部宜宏

准教授、李在萬助教が教育研究にあたっています。

カイコに観られる１つの遺伝子が２種類の形質（特徴）を発現

する不思議

　河口教授の専門はカイコの突然変異遺伝子による形質発現の

様式を明らかにすることです。例えば、カイコの幼虫皮膚は白

色不透明ですが、「薄墨」と名付けられた遺伝子が働くと左上

の図のように皮膚に墨液を塗布したように薄黒くなります。さ

らに、この遺伝子をもつ薄墨色皮膚の雌成虫は受精卵を産むこ

とができません。その原因を調べてみると、薄墨色の雌成虫が

作る卵の殻に左下の図のように、精子が進入する孔が巧くでき

ないことが明らかになりました。そのために受精できないので

す。しかし、１つの遺伝子によって幼虫の皮膚を薄墨色にし（１

つの形質）、さらに卵殻の精子進入孔を正しく作ることができ

なくする（もう１つの形質）のはなぜなのか ? 不思議であり、

今なお不明です。私はこの「なぜ」について研究をしています。

遺伝子の傷を直すしくみ

　日下部准教授の専門は、昆虫の染色体がどのようにしてその

構造を維持しているのかそのしくみを明らかにすることです。

染色体上の DNA には、放射線、化学物質などの突然変異原に

より、恒常的に傷が生じています。その傷が正確に修復されな

ければ、細胞は死んでしまったり、死を免れたとしてもガン化

してしまいます。傷ついた DNA の修復は、すべての生物の生

命維持に必須のしくみであり、昆虫もその例外ではありません。

特に、カイコは放射線に対する高い抵抗性を示すことが知られ

ています。また、分散型動原体を持つ、染色体の末端のテロメ

農学研究院・遺伝育種学講座・蚕学研究室

カイコ「薄墨」突然変異体　写真：河口 豐

カイコ卵精子進入孔の電子顕微鏡写真　写真：河口 豐
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生物的防除と環境保全型農業

　天敵を積極利用することで、害虫防除用化学農薬の使用量を

減らそうとしています。生物的防除の活用により環境や生態系

への負荷を減らした農業が実践できるのです。天敵を用いると

農薬の効かない害虫も防除できる場合もあります（左下の写真

は難防除害虫の抑圧に利用されるヒメハナカメムシという捕食

者）。天敵がうまく害虫の発生を抑えるかについて調査したり、

天敵の効率的増殖方法を開発したりしています（右上の図は、

外来生物でレンゲ害虫でもあるゾウムシを防除すべく放した天

敵寄生蜂の防除効果を示しています）。また、環境保全型農業

による環境や生態系へのプラスの効果を、生き物である天敵昆

虫を利用することで評価しようと試みています。環境や生態系

への負荷を減らした農業に興味がある学生を歓迎します。

国際協力

　天敵利用は、化学農薬への依存度が高いアジア諸国でも注目

されています。アジア各国から留学生や研修生を多数受け入れ

ているほか、国際セミナーなどを開催し（右中の写真）、アジ

アからの若手研究者の研修と交流を通じて、生物的防除の普及

に努めています。また、東南アジアで天敵昆虫に関する共同調

査なども行っています（右下の写真はベトナムのネギ畑で、日

本と共通の害虫と天敵が生息していた）。所属する学生には、

アジアの学生たちと交流する機会も持っていただきます。

天敵による害虫防除効果の判定　原図：上野 高敏

学術セミナーを通した国際協力　写真：上野 高敏

共同調査を実施したベトナム中部のネギ畑
写真：上野 高敏

農学研究院生物的防除研究施設

　生物的防除とは、害虫などの有害生物を、我々にとって有益

な天敵生物を用いて防除することです。生物的防除研究施設は

九州大学農学部（現農学研究院）の付属施設として設立されて

以来、国内唯一の生物的防除を専門とする研究機関として様々

な研究活動を行ってきました。当施設には、天敵増殖学と天敵

微生物学の２つの研究室があります。

天敵増殖学研究室

　捕食性や寄生性の昆虫類は実に多種多様です。彼らの中には，

害虫の発生を抑えるという「天敵」として重要な種類がたくさ

んあります。そのような天敵昆虫たちを主な研究対象としてい

ます。そして天敵昆虫類を利用した効果的な害虫防除の研究を

行っているのです。生態、生活史、進化、多様性の解明などの

基礎的研究から、害虫防除技術に関する応用研究までと、幅広

く手がけています。研究スタッフは高木正見教授、上野高敏准

教授、津田みどり助教です。

天敵昆虫の生態

　田畑に普通に見られ害虫の天敵として役立っているにもかか

わらず、生態や生活史の知られていない種類は多数あります（左

上の写真は農薬による防除が困難なヨトウムシを捕食して肉団

子にしているアシナガバチ）。彼らの有効性を知るため、生態学、

行動学、生理学、進化生物学的な手法を用いて、天敵の基礎生

態の解明に取り組んでいます。室内での詳細な研究もあれば野

外調査もあり、昆虫の行動を細かく観察することもします（左

中央の写真は実体顕微鏡を用いて寄生バチの行動を観察する様

子）。また天敵側の視点だけでなく、天敵に攻撃される側であ

る害虫の生態や行動の研究を通じ、天敵と害虫間の相互作用や

進化に関する基礎的な研究も行っています。昆虫や自然が好き

な学生向きの研究課題がたくさんあります。

農学研究院・生物的防除研究施設・天敵増殖学研究室

難防除のヨトウムシを襲うアシナガバチ
写真：上野 高敏

寄生バチの行動を観察・記録する　写真：上野 高敏

害虫を食べる有用天敵ヒメハナカメムシ
写真：上野 高敏
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ともに、将来的にこの原虫を害虫防除に利用できないかと、原

虫の生物学的性状の解析を進めています。

　また、昆虫病原性原虫および微胞子虫は偏性細胞内寄生体で、

増殖するためには生きた宿主を必要とします。そこで、宿主昆

虫個体の代わりに、昆虫培養細胞を用いる実験系があります。

これら病原微生物を昆虫培養細胞系へ接種し、その感染・増殖

や生活環を詳細に解明するとともに、より機能的な新規昆虫培

養細胞の樹立も試みています。　

昆虫病原性細菌

　病原性微生物は昆虫への感染を成功させるため、様々な病原

性因子を産生します。例えば、アリジゴクから分離した一細菌

はタンパク質を分解する酵素を産生します。この酵素は本菌の

病原性に重要な役割を担っていることが示唆されたため、その

性状を調べています。

　また、病原体が昆虫体腔内に侵入したとき、宿主側の生体防

御反応が発動されます。病原体はこの生体防御反応に対抗する

ための種々の手段をもっています。例えば、生体防御物質であ

るスーパーオキシドを分解するスーパーオキシドジスムターゼ

という酵素を産生できない細菌は、昆虫体腔内で増殖できない

ことがわかっています。

 

微胞子虫に感染した
昆虫培養細胞系（ギムザ染色塗抹標本顕微鏡写真）
写真：青木 智佐

福岡県内のアリジゴクから分離した細菌 Serratia liquefaciens
のタンパク質分解酵素のザイモグラフィー
写真：甲斐原 布紗子

緑膿菌 Pseudomonas aeruginosa の野生株（左）およびスー
パーオキシドジスムターゼ変異株（右）をカイコ体腔内
に接種したときの顕微鏡写真
写真：飯山 和弘

　昆虫を宿主とする微生物は数多く存在しています。これら天

敵微生物を利用した微生物的防除法は、従来の化学農薬を基礎

とする防除法よりも環境負荷が少ないと考えられ、現在注目さ

れている害虫防除法の一つです。私たちは有用な天敵微生物の

分離、分類、同定、殺虫機構、宿主昆虫との相互作用等の研究

を行っています。一方、これらの研究は、カイコやミツバチな

どの益虫を感染症から守ることにも役立てられています。研究

スタッフは清水進教授、青木智佐准教授、飯山和弘助教です。

以下に現在行っている研究の一部をご紹介します。　

昆虫病原性糸状菌

　昆虫病原性微生物の中でも糸状菌は最も実用化が進んでお

り、多くの生物農薬が実際の農業現場で使用されています。し

かし、現在の生物農薬よりも害虫防除に適した未知の糸状菌が、

自然界に存在することが予想されます。そこで、多くの糸状菌

系統を日本各地より分離して、系統解析や性状を試験していま

す。系統解析には、18S および 28S リボソーム DNA 遺伝子

間の、5.8S リボソーム DNA 遺伝子およびその両端の介在配列

を用いています。この領域は、近縁（同一種、同一属）の生物

間を比較するときによく利用されます。また、様々な温度での

生育性についても検討しています。例えば、低温で生育するこ

とができる糸状菌は、気温の低い季節や高緯度地方での防除資

材として有効であると考えられます。

　さらに、自然界での植物−昆虫−昆虫病原性糸状菌の三者間

の関係を検討するために、様々な植物種から昆虫病原性糸状菌

の分離を試みています。

昆虫病原性原虫および微胞子虫

　沖縄県にはイモゾウムシというサツマイモの重要害虫が侵入

し、大きな被害を与えています。この害虫に原虫の一種が感染

し、産卵数の減少と短命化を引き起こすことがわかりました。

現在、イモゾウムシにおける原虫病の簡易検出法を検討すると

農学研究院・生物的防除研究施設・天敵微生物学研究室

鹿児島県屋久島の土壌から分離した
昆虫病原性糸状菌 Metarhizium anisopliae

写真：西 大海

様々な植物からの
昆虫病原性糸状菌分離の試み（研究室ほ場の様子）

写真：堀下 美穂

イモゾウムシに病気を引き起こす
Farinocystis 様原虫のオオシスト（位相差顕微鏡写真）

写真：森田 千尋
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　研究室の特徴は、多様なカイコを熟練したスタッフが管理

している点であり、主人公は生きたカイコです。ルーツは、

1910 年、現在の北海道大学農学部にあります。なぜなら、本

学でカイコ研究を始めた田中義麿博士は北海道大学等で収集し

たカイコを持参し、研究を開始したからです。当初は、蚕学講

座の養蚕室として発足、1972 年学部附属の家蚕遺伝子実験施

設として独立しました。その後、1987 年九州大学のイネ・微

生物に関する遺伝子資源をも対象とした現在のセンター体制と

なり、今日に至っています。昆虫遺伝子資源学に関する教育を

行なっているほか、下記のような研究活動を行なっています。

昆虫科学領域における研究

　ゲノム、プロテオーム・フェノームと網羅的に生物の情報を

解析し、研究する時代です。カイコを主対象に、基礎から応用

的な研究を行っています。

国家プロジェクトとしての活動

　農学・理学・医学等の研究にあっては、生物（バイオリソース）

なしに研究は始まりません。遺伝的に均一で誰が行っても同じ

結果が出る純粋な系統、通常の性質とは異なった性質を持つ突

然変異体を有することは、飛躍的な研究発展につながります。

このような観点から、政府は科学技術基本計画において、バイ

オリソースを『知的基盤』として国家的に整備することを重要

課題と位置づけています。本研究室は、カイコの拠点に指定さ

れ、世界最高水準のカイコリソースセンターとして機能すべく

活動しています。（ナショナルバイオリソースプロジェクトカ

イコ http://www.nbrp.jp/　代表者 : 伴野豊）

国際及び社会連携活動

　多様なバイオリソースの提供、あるいはそれを用いた研究展

開における協力を世界へ向けて開放しています。また、国内の

教育現場や公共団体が行なう生涯学習活動などにおけるカイコ

利用に向けても積極的に取り組んでいます。カイコ入手希望者

は伴野豊准教授（banno@agr.kyushu-u.ac.jp  tel:092-624-

1011）まで御連絡下さい。

農学研究院・遺伝子資源開発研究センター・家蚕遺伝子開発研究室

飼育の基本になる桑園から見た本研究室　写真：伴野 豊

カイコ幼虫時期の突然変異体コレクション
写真：伴野 豊

研究成果を地域へ（アグリビジネス創出フェア in 九州）
写真：伴野 豊

　生物保護管理学研究室では、高須啓志准教授が研究指導にあ

たっており、寄生蜂の繁殖生態や学習行動などの基礎的な研究

を行うとともに、昆虫を利用した害虫の生物的防除や匂い探知

技術の開発を行っています。

寄生蜂の生態および行動

　寄生蜂類は卵、幼虫、蛹期に寄生生活を、成虫期は自由生活

を送るという生活史を持っています。寄生蜂は特殊な繁殖行動

も発達しています。たとえば、一部の卵寄生蜂は、他の個体を

追い払い、寄主卵塊を独占して自分の卵をそこにうみます。ま

た、シマメイガコマユバチ Bracon hebetor は他個体の卵を殺し

て、そこに自分の卵を産みつけます。また、ウシに寄生してい

るマダニに寄生するハチ（寄生虫の寄生虫）もいます。このよ

うなさまざまな寄生蜂の生活史および繁殖特性を調べ、適応的

意義や進化を調べています。

寄生蜂の学習

　多くの寄生蜂は匂い、形、色などを学習する能力があります。 

たとえば、オオタバコガコマユバチ Microplitis croceipes は、寄

主と餌の 2 種の匂いを学習し、生理的要求に応じて、空腹の時

には餌の匂いを、そうでなければ寄主の匂いを手がかりに餌と

寄主を探索します。 また、一旦学習した匂いでも、その匂いが

手がかりとして使えないことが続くと、それを手がかりとして

利用しなくなるなど、ハチは学習を利用した高度な探索機構を

持つことが明らかになってきました。さらに寄生蜂の学習能力

を匂い探知技術に利用しようと試みています。つまり、警察犬

や麻薬捜査犬の代わりにハチを利用しようとするものです。

侵入害虫の生態

　人の往来や物流が国を超えて盛んになるにつれ、昆虫の中に

は原産地から離れた場所に移動して定着したものも多くいま

す。そのうち害虫化したものは侵入害虫と呼ばれています。コ

コヤシの葉を食害するキムネクロナガハムシは、パプアニュー

ギニア、インドネシアが原産地と考えられていますが、近年東

南アジアに侵入しココヤシに大きな被害を出しています。その

害虫の生態を東南アジアで研究しています。

農学研究院・生物保護管理学講座・生物保護管理学研究室

カメムシ卵に産卵しているカメムシタマゴトビコバチ
写真：高須 啓志

オオタバコガの糞を触角で触るオオタバコガコマユバチ
写真：高須 啓志

マダニに産卵中の寄生蜂　写真：吉田 尚生
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　九州大学総合研究博物館は、大学内に所蔵されている資料を

一元的に管理し、それを研究や教育に役立てることを目的とし

ています。当博物館職員の研究分野は多岐にわたっていますが、

そのなかで動物担当の丸山宗利助教、植物担当の三島美佐子助

教が昆虫を扱った研究を行っています。

　昆虫の分類と進化

　丸山助教の専門はアリとシロアリの巣にすむ昆虫類（好蟻性

昆虫、好白蟻性昆虫）の分類学と系統学で、この分野ではアジ

アでほぼ唯一の専門家です。また同時に、別種のアリの巣に寄

生するアリ（社会寄生性アリ）も研究材料としています。まだ

分類学的な課題が多く、さらには系統樹を使った進化の研究材

料として有用な昆虫です。日本各地をまわって野外調査を行っ

ているほか、毎年、マレーシア、タイ、インドネシアなどの熱

帯雨林に出かけ、多数の新種や新属を発見、その公表を進めて

います。そのほか、海岸の甲虫類（潮間帯性甲虫）の調査も行っ

ています。

　博物館には国内外の昆虫標本が充実しており、とくに甲虫類

のさまざまな分類群で、多くの新種を含む未調査の研究材料が

蓄積されつつあります。一緒に野外調査を行い、標本を有効に

活用してくれる学生さんを求めています。上にあげた昆虫や甲

虫類の分類や進化を研究したい人は農学部昆虫学研究室に所属

してもらうことになります。

　植物と昆虫の相互作用

　三島助教は現在、1 種のタマバエが 2 種類以上の形の虫こぶ

を作る「ゴール多型」に注 目して、研究しています。この研究

は、農学部昆虫学分野の学生さんや、湯川淳一名誉教授、比較

社会文化研究院の阿部芳久教授と共同ですすめています。もし

虫こぶやそれに関する種分化の研究をしたい場合は、農学部昆

虫学研究室、比較社会文化研究院生物体系学研究室、あるいは

理学部の生態科学研究室に所属してもらい、共同研究をするこ

とになります。

総合研究博物館

ヤマトヒラタアリヤドリ　写真：小松 貴

シロアリノミバエ　写真：小松 貴

ブナカイガラタマバエ　写真：三島 美佐子

　熱帯農学研究センターは九州大学箱崎キャンパスにある、学

内共同利用教育研究施設です。センターでは熱帯・亜熱帯の

農林業やその環境の研究や農学国際協力の企画・調整・実施を

行っています。これまで数多くの共同研究や国際協力をアジア

の国々で手がけてきましたが、その結果、強力な海外ネットワー

クを有しています。

　昆虫学関係では緒方一夫教授が熱帯・亜熱帯のさまざまな生

態系に見られるアリ類の分類や生物地理、群集生態といった研

究を大学院生とともに行っています。

　アジアを中心とするアリ類の分類と生物地理

アリは身近な昆虫と思われがちですが、分類学的な基盤がまだ

整っていません。とくにアジア全体では、まだ多くの新種が未

記載のままである一方、例えば日本で A という名前の種が、別

の国で B と称されている種と同じという学名の混乱も残されて

います。熱帯農学研究センターではこれらの課題を解決すべく、

これまで収集した膨大なアリのコレクションと海外研究者との

ネットワークでアリの分類学的研究を行っています。

　また地理的な分布パターンを進化的に解明する研究も進めて

います。例えばツムギアリはアジアの熱帯～亜熱帯に分布する

種ですが、地域個体群の分子系統からインドから東南アジアを

経てオーストラリア北部へ広がったことが共同研究で明らかに

なりました。

　バイオインディケーターとしてのアリ類群集

　アリは様々な場所に生息します。アジアは熱帯から寒帯まで

の気候帯の中に森林、人里、草原、砂漠という多様な生態系を

抱え、豊富な種類を擁しています。それぞれの生態系には様々

な種類からなるアリ群集が生息しています。アジアでは様々な

農業が営まれていますが、人為的な攪乱の程度によって、その

アリ群集も変化します。生態系の変化をアリ群集の変化によっ

て特徴づけようとする研究を行っています。 

熱帯農学研究センター

熱帯農学研究センター外観　写真：緒方 一夫

アジア産アリ類コレクション　写真：緒方 一夫

ベトナム果樹園での調査
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　教員は准教授の市川敏夫と谷村禎一、助教の山脇兆史の３名

で、動物の感覚や行動の基礎となる、脳・神経系の働きを研究

しています。ショウジョウバエ、カマキリ、甲虫類などの昆虫

を研究材料として、感覚細胞の機能、サーカディアンリズム、

捕食行動や防衛行動、変態と神経ホルモン分泌などについて遺

伝学、分子生物学、生理学および行動学的手法を用いて調べて

います。

甲虫類サナギの防衛行動と刺激受容のしくみ

　甲虫類の蛹は脚や翅などの付属肢が露出していて、かなり無

防備です。蛹の可動部は腹部で、その運動パターンの違いによっ

て、ゴミムシダマシ類（ミルワーム）の蛹では３種の防衛行動

が区別できます。市川准教授は、クワガタやカブトムシなどの

蛹も用いて、腹部運動を高速度カメラで撮影したり、神経系や

筋肉系の電気信号を解析したりして行動や刺激受容のしくみを

研究しています。ミルワームは安価で入手や飼育も簡単、生物

実験のための教材化も検討しています。

ショウジョウバエの行動と遺伝子

　ショウジョウバエは飼育が簡単で世代交代が早く、様々な突

然変異体が分離されているという特徴があります。これまでに

ショウジョウバエは遺伝学と発生学の研究に大きな貢献をして

きました。それに加えて、様々な行動に関わる感覚、神経の研

究にも用いられてきました。谷村准教授の研究室では、《味覚・

摂食行動・学習》と《サーカディアンリズム・睡眠》について

行動から遺伝子にいたる研究を行っています。行動解析、電気

生理学、組織学、遺伝学、分子生物学の幅広いテクニックを用

いた統合的なアプロ−チを駆使しています。

カマキリ視覚行動の神経機構

　捕食性昆虫のカマキリは、餌と餌でない物をきちんと見分け、

正確な鎌の動きで餌を捕らえます。また、鳥などの捕食者を見

つけると威嚇や逃避を行って防御します。山脇助教は、捕獲や

防御行動が制御される仕組みを、行動解析や神経生理学の手法

を用いて研究しています。

理学研究院・生物学科・動物生理学研究室

ゴミムシダマシ蛹の腹部回転防衛行動　写真：仲村 達弥

キイロショウジョウバエ　写真：谷村 禎一

カマキリ　写真：山脇 兆史

　生態科学研究室では、生態学的な面を中心に昆虫を研究して

います。当研究室では植物から哺乳類までさまざまな生物を研

究対象としており、昆虫の研究はその一部です。現在行われて

いる研究をいくつか紹介します。

キスゲ属植物と送粉昆虫

　ガが花粉を運ぶ植物は薄い色で甘い香りがする花を夜に咲か

すことが多く、一方、チョウが花粉を運ぶ植物は濃い赤色で香

りが特にない花を昼に咲かすことが多くなっています。これら

の花の特徴は、ガや蝶の活動時間や視覚、嗅覚に適するように

進化してきたと考えられています。キスゲ属植物のユウスゲと

ハマカンゾウを用いて、 チョウが花粉を運ぶ花から、ガが花粉

を運ぶ花がどのように進化してきたのかを調べています。この

研究は矢原徹一教授を中心とするグループが行っています。

配偶行動を中心としたメスとオスの関係

　アメンボには卵に寄生するアメンボタマゴクロバチという天

敵がいます。寄生による死亡率は 90％を超えることもありま

す。水中の深い場所に産卵した方が寄生を受けにくいことがわ

かっています。アメンボのメスはメスだけで産卵するときとオ

スを背中に載せた状態で産卵するときがあり、オスを背中に載

せた方が深いところに産卵できます。寄生者が存在するとメス

とオスの関係はどう変わるかを調べています。

　アズキゾウムシは日本の各地で見られる昆虫ですが、地域に

より、メスが一度交尾したらもうほとんど交尾しない集団と一

度交尾しても再度交尾しやすい集団があることがわかっていま

す。このちがいがなぜ進化したのかを調べています。これらの

研究は、粕谷英一准教授ほかのグループが行っています。

　当研究室は、学部については理学部生物学科、大学院での教

育についてはシステム生命科学府に属しています。卒業研究で

は理学部生物学科の４年生を、大学院での教育研究ではシステ

ム生命科学府の大学院生を受け入れています。

理学研究院・生物学科・生態科学研究室

ハマカンゾウ ( 赤花・香り無し・昼咲き ) と
ユウスゲ ( 薄黄花・甘い香り・夜咲き )

写真：安元 暁子

アメンボ　写真：平山 寛之

アズキゾウムシの雄　写真：原野 智広
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ための基礎データを得るため、チョウを環境指標としたモニタ

リング調査、チョウ類に関する自然史資料の情報化に関する研

究も進めています。

昆虫の分類学・生態学ならびに外来種の管理

　阿部教授は、虫こぶを作るタマバチの生物地理や種分化、生

物間相互作用（共生や寄生など）の研究、ならびにその基礎

となる系統解析・分類をおこなっています。外来種の生態と管

理の研究もしており、外来昆虫のマメハモグリバエが後から日

本へ侵入したトマトハモグリバエに置換されたことを明らかに

し、その要因が増殖能力や天敵のはたらきの違いであることを

示唆しました。

甲虫類の自然史　〜その多様性の創出と進化、維持機構、保全

に関する研究〜

　甲虫類は昆虫の中でも最も種数が多く、形態や行動、生態の

面でも極めて多様性に富んだグループです。荒谷准教授はこの

甲虫類の多様性の秘密に迫るべく、甲虫類を対象に系統分類学

的な研究を主軸とした基礎研究から実践的な応用研究に至る総

合的な自然史科学的研究を展開してきました。ラボワークに加

え、これまでに日本国内はもちろん、世界 5 大陸 30 カ国以上

に及ぶ様々な地域でフィールドワークも実施しています。

コガネムシ上科甲虫の生物多様性

　細谷助教は、主に分子系統学的・分子集団遺伝学的手法を用

いて、クワガタムシ科を中心としたコガネムシ上科の生物多様

性の理解に関する研究を行なっており、特に琉球列島を中心と

した系統生物地理学的研究、上位分類群間の系統・分類学的研

究、性的二型や食性転換についての進化生物学的研究の３つを

中心に研究しています。また、希少種に関する保全やペット昆

虫による外来種問題に関する研究なども行っています。

甘露を分泌するハコネナラタマバチの虫こぶに群がる
クロヤマアリ　写真：阿部 芳久

交尾中のタカネルリクワガタの雌雄　写真：井村 有希

朽木の中から見つかったクロツヤムシ Leptaulax 属の
一種の家族（マレーシア・サバ州）　写真：細谷 忠嗣

　現在地球上では、私たち人類の影響による環境破壊や地球温

暖化などに伴う地球規模での生物の生息環境の悪化が速度を増

し、それによる生物の大量絶滅、およびそれにともなう生物多

様性の減少が大きな問題となっています。このため、生物多様

性の解明や生態系の保全に関する研究の重要性が増してきてい

ます。今後も、生物多様性を維持し、そして利用していくため

には、「種」レベルはもちろん、「遺伝子」から「生態系」まで様々

なレベルにおける生物多様性を理解していく必要があり、分類

学や生態学、遺伝学などの各分野を組み合わせたアプローチが

重要となっています。

　生物体系学研究室には矢田脩教授、阿部芳久教授、荒谷邦雄

准教授、細谷忠嗣助教の４名の教員が所属しています。いずれ

も動物の 70%以上を占める昆虫類を研究対象としており、分

類学、形態学、系統学、生物地理学などの自然史学を中心に、

行動生態学、保全生物学、進化生物学などの研究を院生ととも

に行っています。私たちは、多様な研究課題について、海外も

含めたフィールド調査を積極的に行うとともに、比較形態や環

境モニタリング、飼育実験から、DNA 解析まで幅広い手法を

用いて、生物多様性の解明を目指して日々研究を進めています。

また、生物多様性に重大な影響を与える外来種の生態解明と管

理といった現在問題となっているトピックについても研究を

行っています。

　大自然のなかで生物の自然史を探りたい人や、昆虫が好きで

その系統分類や生物地理、行動や生態などを研究したい人、生

態系の保全や外来種問題に取り組みたい人など、生物多様性に

興味があり、自ら学び研究していこうという意欲にあふれた皆

さんをお待ちしています。

チョウ類の分類学と保全

　矢田教授は、チョウ類の自然史学とくに分類・形態・生物地理・

生活史・保全に関する諸研究を行っています。おもに熱帯アジ

ア地域のチョウを研究材料としてきたため、熱帯林の多様性の

解明・保全の視点からチョウの研究に取り組んでいます。一方、

地域の自然保護にも関心があり、福岡～九州の自然環境保全の

比較社会文化研究院・生物多様性講座・生物体系学研究室

生物多様性講座標本室　写真：矢田 脩

九州大学伊都キャンパスの
生物多様性ゾーンにおける昆虫調査風景

写真：矢田 脩

白水コレクションの標本（台湾のチョウの雌雄型）
写真：矢田 脩
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